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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の時刻に撮像された第1の画像と前記第１の時刻とは異なる第２の時刻に撮像され
た第２の画像とに基づいて被写体の動きを検出する動き検出装置であって、
　前記第２の時刻における電子シャッタのシャッタ速度と前記第２の画像を撮像したイメ
ージセンサの出力に乗じたゲインとの少なくとも一方を用いて前記第２の画像の輝度値を
正規化する正規化手段と、前記第1の画像と前記正規化手段で輝度値が正規化された前記
第２の画像とに基づいて前記輝度値が変化した領域を検出する検出手段とを有することを
特徴とする動き検出装置。
【請求項２】
　前記正規化手段では、前記イメージセンサが有する最大シャッタ速度と前記イメージセ
ンサの出力を所定のゲインで増幅する増幅手段が有する最大ゲインとの乗算値を前記シャ
ッタ速度と前記ゲインとで除して算出される変換係数を、前記第２の画像の輝度値に乗じ
ることを特徴とする請求項１に記載の動き検出装置。
【請求項３】
　前記正規化手段では、前記第１の時刻における電子シャッタのシャッタ速度と前記第１
の画像を撮像したイメージセンサの出力に乗じたゲインとの少なくとも一方を用いて前記
第１の画像の輝度値を正規化し、
　前記検出手段では、前記正規化手段で輝度値が正規化された前記第1及び第２の画像と
に基づいて前記輝度値が変化した領域を検出することを特徴とする請求項１又は２に記載
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の動き検出装置。
【請求項４】
　前記第２の時刻は、前記第1の時刻より所定時間後の時刻であることを特徴とする請求
項１～３のいずれかに記載の動き検出装置。
【請求項５】
　第１の時刻に撮像された第1の画像と前記第１の時刻とは異なる第２の時刻に撮像され
た第２の画像とに基づいて被写体の動きを検出する動き検出装置であって、
　前記第２の時刻における電子シャッタのシャッタ速度と前記第２の画像を撮像したイメ
ージセンサの出力に乗じたゲインとの少なくとも一方を用いて前記第２の画像の輝度値を
正規化する正規化手段と、
　前記第1の画像を構成する画素の輝度値と前記正規化手段で輝度値が正規化された前記
第２の画像を構成する画素の輝度値とを記憶する記憶手段と、
　前記第１の画像を構成する所定の画素の輝度値と、前記所定の画素の位置に対応する位
置の前記正規化手段で輝度値が正規化された前記第２の画像を構成する画素の輝度値と、
の差分を算出する差分手段と、
　前記差分手段によって算出された差分の大きさに基づいて、前記輝度値が変化した領域
を検出する判定手段と、
　を有することを特徴とする動き検出装置。
【請求項６】
　第１の時刻に第１の画像を撮像し第２の時刻に第２の画像を撮像する撮像部と、
　前記撮像部の撮像条件を制御する露出制御部と、
　前記第１の画像と前記第２の画像とに基づき動きを検出する動き検出部と、を備え、
　前記露出制御部が輝度測光部と露出誤差検出器とシャッタ速度・ゲイン設定部とを含み
、
　前記撮像部が前記第１の画像に対応する映像信号を出力し、前記輝度測光部が前記映像
信号に基づく複数の画素の輝度値を積分し輝度評価値として前記露出誤差検出器へ出力し
、前記露出誤差検出器が前記輝度評価値と露出目標値との大小関係を判定して判定結果を
前記シャッタ速度・ゲイン設定部へ出力するものであり、
　前記輝度評価値が前記露出目標値よりも大きい場合、前記シャッタ速度・ゲイン設定部
が前記シャッタ速度を前記判定結果の出力された時点よりも短く設定する指令または前記
ゲインを前記判定結果の出力された時点よりも小さく設定する指令を、前記撮像部へ出力
し、前記撮像部が前記指令に基づき前記第２の画像を撮像するものであり、
　前記輝度評価値が前記露出目標値よりも小さい場合、前記シャッタ速度・ゲイン設定部
が前記シャッタ速度を前記判定結果の出力された時点よりも長く設定する指令または前記
ゲインを前記判定結果の出力された時点よりも大きく設定する指令を、前記撮像部へ出力
し、前記撮像部が前記指令に基づき前記第２の画像を撮像するものである、ことを特徴と
する動き検出装置。
【請求項７】
請求項６に記載の動き検出装置において、
前記輝度測光部が前記複数の画素のうち中央付近の画素を重み付けして積分するものであ
る、ことを特徴とする動き検出装置。
【請求項８】
請求項６に記載の動き検出装置において、
前記複数の画素が複数の領域に分割され、前記輝度測光部が前記複数の画素を前記複数の
領域毎に重み付けして積分するものである、ことを特徴とする動き検出装置。
【請求項９】
請求項１ないし６に記載の動き検出装置において、
前記第１の画像と前記第２の画像とで互いに異なる部分の検出に用いられる画像の輝度値
を補正するものである、ことを特徴とする動き検出装置。
【請求項１０】
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請求項１ないし６に記載の動き検出装置において、
前記第１の画像と前記第２の画像とで互いに共通する背景画像の輝度値を一定に保つもの
である、ことを特徴とする動き検出装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、所定時間が経過するたびに撮像部で画像を撮像し、その撮像された画像間か
ら互いに異なる部分を検出することで被写体の動きを検出する動き検出装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の技術としては、例えば、カメラを用いたセキュリティーシステムや監視
カメラがある。このような監視カメラ等にあっては、まず、一定時間が経過するたびに所
定位置の画像を撮像し、その撮像された画像の各画素で前フレームと現フレームとの輝度
値の差を算出する。そして、その差が大きい部分を検出することで、動きのない背景と区
別して、特定の被写体の動きを検出するようになっている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　ところで、この種の監視カメラ等においては、一般に、撮像される画像の明るさが一定
範囲に収まるように露出制御を行っている。このような露出制御にあっては、まず、前フ
レームの画像の明るさを数値化し、明るさの評価値とする。そして、その評価値を、外部
から設定された明るさの基準値（露出目標値）と比較し、両者がほぼ一致するように、電
子シャッタのシャッタ速度や撮像素子の出力の増幅率を制御する。これにより、光源の輝
度変化によらず、画像全体の明るさを、露出目標値とほぼ一致させるようになっている。
【特許文献１】特開平９―３２２２０２８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記従来の技術にあっては、光源に輝度変化が生じると、露出制御動作
が働いて、シャッタ速度や増幅率が制御されても、画像全体の明るさが若干変化してしま
う。そのため、画像全体の輝度値が変化してしまい、画像全体にフレーム差分が生じ、実
際には被写体に動きがないときにも被写体の動きが誤検出されてしまう問題があった。
　また、被写体に動きがあるときでも、被写体の動きによって明るさの評価値に変化が生
じてしまうと、露出制御動作が働き、シャッタ速度や増幅率が変化する。そのため、背景
画像の輝度値が変化してしまい、背景画像にフレーム差分が生じて、背景部分にも動きが
あると誤判定され、その結果、動き検出の精度が低下してしまうという問題があった。
【０００５】
　本発明は、上記従来の動き検出装置の未解決の課題を解決することを目的とするもので
あって、動き検出の精度を向上可能な動き検出装置を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る動き検出装置の態様のひとつは、第１の時刻に撮像された第1の画像と前
記第１の時刻とは異なる第２の時刻に撮像された第２の画像とに基づいて被写体の動きを
検出する動き検出装置であって、前記第２の時刻における電子シャッタのシャッタ速度と
前記第２の画像を撮像したイメージセンサの出力に乗じたゲインとの少なくとも一方を用
いて前記第２の画像の輝度値を正規化する正規化手段と、前記第1の画像と前記正規化手
段で輝度値が正規化された前記第２の画像とに基づいて前記輝度値が変化した領域を検出
する検出手段とを有することを特徴とする。
　前記正規化手段では、前記イメージセンサが有する最大シャッタ速度と前記イメージセ
ンサの出力を所定のゲインで増幅する増幅手段が有する最大ゲインとの乗算値を前記シャ
ッタ速度と前記ゲインとで除して算出される変換係数を、前記第２の画像の輝度値に乗じ
ることが好ましい。
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　前記正規化手段では、前記第１の時刻における電子シャッタのシャッタ速度と前記第１
の画像を撮像したイメージセンサの出力に乗じたゲインとの少なくとも一方を用いて前記
第１の画像の輝度値を正規化し、前記検出手段では、前記正規化手段で輝度値が正規化さ
れた前記第1及び第２の画像とに基づいて前記輝度値が変化した領域を検出することが好
ましい。
　前記第２の時刻は、前記第1の時刻より所定時間後の時刻であることが好ましい。
　本発明に係る動き検出装置の他の態様は、第１の時刻に撮像された第1の画像と前記第
１の時刻とは異なる第２の時刻に撮像された第２の画像とに基づいて被写体の動きを検出
する動き検出装置であって、前記第２の時刻における電子シャッタのシャッタ速度と前記
第２の画像を撮像したイメージセンサの出力に乗じたゲインとの少なくとも一方を用いて
前記第２の画像の輝度値を正規化する正規化手段と、前記第1の画像を構成する画素の輝
度値と前記正規化手段で輝度値が正規化された前記第２の画像を構成する画素の輝度値と
を記憶する記憶手段と、前記第１の画像を構成する所定の画素の輝度値と、前記所定の画
素の位置に対応する位置の前記正規化手段で輝度値が正規化された前記第２の画像を構成
する画素の輝度値と、の差分を算出する差分手段と、前記差分手段によって算出された差
分の大きさに基づいて、前記輝度値が変化した領域を検出する判定手段と、を有すること
を特徴とする。
　本発明に係る動き検出装置の他の態様は、第１の時刻に第１の画像を撮像し第２の時刻
に第２の画像を撮像する撮像部と、前記撮像部の撮像条件を制御する露出制御部と、前記
第１の画像と前記第２の画像とに基づき動きを検出する動き検出部と、を備え、前記露出
制御部が輝度測光部と露出誤差検出器とシャッタ速度・ゲイン設定部とを含み、前記撮像
部が前記第１の画像に対応する映像信号を出力し、前記輝度測光部が前記映像信号に基づ
く複数の画素の輝度値を積分し輝度評価値として前記露出誤差検出器へ出力し、前記露出
誤差検出器が前記輝度評価値と露出目標値との大小関係を判定して判定結果を前記シャッ
タ速度・ゲイン設定部へ出力するものであり、前記輝度評価値が前記露出目標値よりも大
きい場合、前記シャッタ速度・ゲイン設定部が前記シャッタ速度を前記判定結果の出力さ
れた時点よりも短く設定する指令または前記ゲインを前記判定結果の出力された時点より
も小さく設定する指令を、前記撮像部へ出力し、前記撮像部が前記指令に基づき前記第２
の画像を撮像するものであり、前記輝度評価値が前記露出目標値よりも小さい場合、前記
シャッタ速度・ゲイン設定部が前記シャッタ速度を前記判定結果の出力された時点よりも
長く設定する指令または前記ゲインを前記判定結果の出力された時点よりも大きく設定す
る指令を、前記撮像部へ出力し、前記撮像部が前記指令に基づき前記第２の画像を撮像す
るものである、ことを特徴とする。
　上記動き検出装置において、前記輝度測光部が前記複数の画素のうち中央付近の画素を
重み付けして積分するものである、ことが好ましい。また、前記複数の画素が複数の領域
に分割され、前記輝度測光部が前記複数の画素を前記複数の領域毎に重み付けして積分す
るものである、ことが好ましい。また、前記第１の画像と前記第２の画像とで互いに異な
る部分の検出に用いられる画像の輝度値を補正するものである、ことが好ましい。また、
前記第１の画像と前記第２の画像とで互いに共通する背景画像の輝度値を一定に保つもの
である、ことが好ましい。
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明に係る動き検出装置の他の態様は、異なる時刻に撮
像された複数の画像間から輝度値が変化した部分を検出することで被写体の動きを検出す
る動き検出装置であって、前記画像の撮像時における電子シャッタのシャッタ速度、及び
前記画像を撮像したイメージセンサの出力に乗じたゲインの少なくとも一方で前記画像の
輝度値を正規化する正規化手段と、その正規化手段で輝度値が正規化された画像間から当
該輝度値が変化した部分を検出する検出手段とを備えたことを特徴とする。
　また、前記正規化手段は、最大シャッタ速度と最大ゲインとの乗算値を前記シャッタ速
度と前記ゲインとで除して算出される変換係数を、前記画像の輝度値に乗じるものであっ
てもよい。
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　このような構成によれば、例えば、露出制御動作が働いて電子シャッタのシャッタ速度
やセンサ出力の増幅率が変化した場合、シャッタ速度や増幅率で画像の輝度値を正規化す
ることで、背景画像の輝度値を一定に保つことができる。そのため、背景画像にフレーム
差分が生じることを防止することができ、例えば、撮像部で撮像された画像をそのまま用
いて被写体の動きを検出する方法に比べ、動き検出の精度を向上することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、本発明に係る動き検出装置の一実施形態を、図面に基づいて説明する。
　この動き検出装置１は、所定画像を撮像可能な撮像部で所定時間が経過するたびに撮像
された画像の間から互いに異なる部分を検出することで被写体の動きを検出するものであ
る。また、その際、この動き検出装置は、前記撮像部で実行される露出制御の制御パラメ
ータによって、前記互いに異なる部分の検出に用いられる画像の輝度値を補正するように
なっている。そのため、背景画像の輝度値を一定に保つことができ、背景画像にフレーム
差分が生じることを防止することができ、動き検出の精度を向上することができる。
【０００９】
＜動き検出装置の構成＞
　図１は、本発明の一実施形態の内部構成を示すブロック図である。この図１に示すよう
に、動き検出装置１は、撮像部２、広Ｄレンジ画像生成部３、及び動き検出部４を含んで
構成される。また、撮像部２は、図２に示すように、撮像レンズ５、アナログ・デジタル
映像信号処理本線６及び露出制御部７を含んで構成される。
【００１０】
　撮像レンズ５は、アナログ・デジタル映像信号処理本線６のイメージセンサ８（後述）
の法線方向に光軸方向が向けられて当該イメージセンサ８の上方に配されている。そして
、撮像レンズ５は、光軸方向からの光をイメージセンサ８に集光する。
　また、アナログ・デジタル映像信号処理本線６は、イメージセンサ８、ＰＧＡ(Program
mable Gain Amplifier)９、及びＡＤＣ(Analog-to-Digital Converter)１０を含んで構成
される。
【００１１】
　イメージセンサ８は、撮像レンズ５で集光された光を電力に変換する。また、イメージ
センサ８は、露出制御部７（シャッタ速度・ゲイン設定部１３（後述））から出力される
シャッタ速度設定指令（後述）に対応するシャッタ速度（露光時間）が経過するたびに、
その露光時間に変換された電力をＰＧＡ９に出力する電子シャッタ機能を備えている。
　また、ＰＧＡ９は、露出制御部７（シャッタ速度・ゲイン設定部１３）から出力される
ゲイン設定指令（後述）に対応するゲイン（増幅率）でイメージセンサ８から出力される
電力を増幅する。そして、ＰＧＡ９は、その増幅された電力をＡＤＣ１０に出力する。
【００１２】
　さらに、ＡＤＣ１０は、ＰＧＡ９から出力される電力をデジタル化して本線映像信号（
各画素の輝度値を示す情報を含む画像データ）を生成する。そして、ＡＤＣ９は、その生
成された本線映像信号を露出制御部７（輝度測光部１１（後述）、露出誤差検出器１２（
後述））と広Ｄレンジ画像生成部３とに出力する。
　また、露出制御部７は、輝度測光部１１、露出誤差検出器１２及びシャッタ速度・ゲイ
ン設定部１３を含んで構成される。
【００１３】
　輝度測光部１１は、アナログ・デジタル映像信号処理本線６のＡＤＣ１０から出力され
る本線映像信号が示す１画面分（１フレーム分、１フィールド分）の画像に含まれる各画
素の輝度値を積分し、その積分結果を輝度評価値として露出誤差検出器１２に出力する。
　なお、本実施形態では、１画面分の画像に含まれる各画素の輝度値を単に積分すること
で輝度評価値を生成する例を示したが、これに限られるものではない。例えば、中央付近
に被写体が撮像されていると想定し、中央付近の画素を重み付けして積分してもよく、ま
た、画像を複数の領域に分割し、各領域毎に重み付けして積分するようにしてもよい。
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【００１４】
　また、露出誤差検出器１２は、輝度測光部１１から出力される輝度評価値と、外部のマ
イクロコントローラ（不図示）で設定される明るさの基準値（露出目標値）とを比較する
。すなわち、露出誤差検出器１２は、輝度評価値と露出目標値との大小関係を判定し、そ
の判定結果をシャッタ速度・ゲイン設定部１３に出力する。
　さらに、シャッタ速度・ゲイン設定部１３は、露出誤差検出器１２から出力される判定
結果が、輝度評価値が露出目標値よりも大きいことを示す場合には、シャッタ速度（露光
時間）をそれまでよりも短く設定したりゲインを小さく設定したりする指令（以下、「シ
ャッタ速度設定指令」「ゲイン設定指令」とも呼ぶ。）をアナログ・デジタル映像信号処
理本線６（イメージセンサ８、ＰＧＡ９）に出力する。また、シャッタ速度・ゲイン設定
部１３は、露出誤差検出器１２から出力される判定結果が、輝度評価値が露出目標値より
も小さいことを示す場合には、シャッタ速度をそれまでよりも長く設定したりゲインを大
きく設定したりする指令をアナログ・デジタル映像信号処理本線６に出力する。なお、そ
の際、シャッタ速度Ｔは、イメージセンサ８の構造で決まる最短露光時間Ｔminの整数Ｎ
倍に設定され、また、ゲインＭは整数値で設定される。
【００１５】
　なお、本実施形態では、シャッタ速度やゲインをフレーム単位で切り替えて設定する例
を示したが、これに限られるものではない。例えば、画像を形成する複数の画素からなる
画素領域単位や、画素列単位、画素単位で切り替えて設定するようにしてもよい。
　また、シャッタ速度・ゲイン設定部１３は、アナログ・デジタル映像信号処理本線６に
出力しているシャッタ速度設定指令やゲイン設定指令が示すシャッタ速度ＴやゲインＭに
基づき、下記（１）式に従って、撮像条件値Ｖを生成する。そして、シャッタ速度・ゲイ
ン設定部１３は、その生成された撮像条件値を広Ｄレンジ画像生成部３に出力する。
【００１６】
　Ｖ＝（Ｔmax×Ｍmax）／（Ｔ×Ｍ）
　　＝（（Ｔmin×Ｎmax）×Ｍmax）／（（Ｔmin×Ｎ）×Ｍ）
　　＝（Ｎmax×Ｍmax）／（Ｎ×Ｍ）　………（１）
【００１７】
　但し、Ｔmaxはイメージセンサ８が許容する最長露光時間、ＭmaxはＰＧＡ９が許容する
最大ゲイン、Ｎmax（＝Ｔmax／Ｔmin）は整数
　なお、本実施形態では、撮像条件値Ｖをフレーム単位で切り替えて設定する例を示した
が、これに限られるものではない。例えば、画像を形成する複数の画素からなる画素領域
単位や、画素列単位、画素単位で切り替えて設定するようにしてもよい。
【００１８】
　また、広Ｄレンジ画像生成部３は、図１に示すように、撮像部２（アナログ・デジタル
映像信号処理本線６のＡＤＣ１０）から順次出力される本線映像信号Ｉ（それぞれが１画
面分の画像の各画素に対応する信号）に、撮像部２（露出制御部７のシャッタ速度・ゲイ
ン設定部１３）から出力される撮像条件値Ｖを順次乗算して広Ｄレンジ画像信号ＷＩを生
成する。そして、広Ｄレンジ画像生成部３は、その生成された広Ｄレンジ画像信号ＷＩを
動き検出部４（メモリアービタ１５（後述）、差分部１７（後述））に順次出力する。
【００１９】
　さらに、動き検出部４は、図３に示すように、画素カウンタ・制御部１４、メモリアー
ビタ１５、画像メモリ１６、差分部１７及び判定部１８を含んで構成される。
　画素カウンタ・制御部１４は、撮像部２における各種同期信号（水平同期信号、垂直同
期信号、画素同期信号等）を検出し、その検出された同期信号に基づいて、広Ｄレンジ画
像生成部３から出力されている広Ｄレンジ画像信号ＷＩが示す画素のＸＹ座標位置を算出
する。また、画素カウンタ・制御部１４は、広Ｄレンジ画像信号ＷＩが順次入力され、Ｘ
Ｙ座標位置が変わる度に、所定の制御信号をメモリアービタ１５に出力し、また、前記Ｘ
Ｙ座標位置に対応する画素の輝度値を記録させるアドレスを示すアドレス・制御信号を画
像メモリ１６に出力する。
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【００２０】
　また、メモリアービタ１５は、画素カウンタ・制御部１４から制御信号が出力されると
、広Ｄレンジ画像生成部３から出力されている広Ｄレンジ信号ＷＩが示す画素のＸＹ座標
位置に対応するアドレスから前フレームの情報（対応画素の輝度値の情報）を読み出す。
そして、メモリアービタ１５は、その読み出された情報を差分部１７に出力すると共に、
前記広Ｄレンジ画像信号ＷＩが示す輝度値の情報を前記対応するアドレスに書き込む。
【００２１】
　さらに、画像メモリ１６は、メモリアービタ１５から読み出し要求があると、画素カウ
ンタ・制御部１４から出力されるアドレス・制御信号が示すアドレスから前フレームの情
報（対応画素の輝度値の情報）をメモリアービタ１５に読み出させる。また、メモリアー
ビタ１５から書き込み要求があると、画素カウンタ・制御部１４から出力されるアドレス
・制御信号が示すアドレスに前記書き込み要求に対応する輝度値の情報を書き込ませる。
【００２２】
　また、差分部１７は、メモリアービタ１５から出力される情報が示す輝度値と、広Ｄレ
ンジ画像生成部３から出力されている広Ｄレンジ画像信号が示す画素の輝度値との差を算
出する。そして、差分部１４は、その算出結果を判定部１８に出力する。
　さらに、判定部１８は、差分部１７から出力される算出結果の大きさに基づいて被写体
の動きを検出し、その検出結果を、ＣＰＵや動き検出メモリ（不図示）に転送する。
【００２３】
＜動き検出装置の具体的動作＞
　次に、本発明に係る動き検出装置の動作を具体的状況に基づいて説明する。なお、本例
は、フレーム単位で撮像条件を更新する。
【００２４】
　いま、動きの無い状態で撮像動作が行われ、このときの撮像条件値をＶ１とする。この
撮像条件値Ｖ１により広Ｄレンジ画像信号が生成される（後述）。
　そして、被写体の動き検出の実行中に、被写体の動きによって本線映像信号が示す現フ
レームの画像において一部の画素の輝度値が増大したとする。すると、図２に示すように
、輝度測光部１１によって、輝度評価値が露出目標値より十分に大きく算出され、露出誤
差検出器１２によって、その旨を示す判定結果がシャッタ速度・ゲイン設定部１３に出力
される。そして、シャッタ速度・ゲイン設定部１３によって、シャッタ速度設定指令がア
ナログ・デジタル映像信号処理本線６のイメージセンサ８に出力され、ゲイン設定指令が
ＰＧＡ９に出力され、さらに、撮像条件値Ｖ２が広Ｄレンジ画像生成部３に出力される。
上記動作は、現フレームの撮像動作終了後、直ちに実行され、次フレームにおいては、新
しい撮像条件にて撮像動作が行われる。
【００２５】
　そして、次フレームの検出が開始されると、イメージセンサ８によって、前記シャッタ
速度設定指令に対応するシャッタ速度（露光時間）で、撮像レンズ５で集光された光が電
力に変換され、その変換された電力がＰＧＡ９に出力される。また、ＰＧＡ９によって、
前記ゲイン設定指令に対応するゲイン（増幅率）でイメージセンサ８から出力される電力
が増幅され、その増幅された電力がＡＤＣ１０に出力される。そして、ＡＤＣ１０によっ
て、その出力された電力がデジタル化されて本線映像信号が生成され、その本線映像信号
が広Ｄレンジ画像生成部３と輝度測光部１１と露出誤差検出器１２とに出力される。
【００２６】
　すると、図１に示すように、広Ｄレンジ画像生成部３によって、その出力された本線映
像信号Ｉに、撮像部２の露出制御部７のシャッタ速度・ゲイン設定部１３から出力された
撮像条件値Ｖ２が順次乗算されて広Ｄレンジ画像信号ＷＩが生成される。つまり、前記本
線映像信号Ｉを生成するときに用いられたシャッタ速度ＴやゲインＭで当該本線映像信号
Ｉが正規化され、背景画像の輝度値が全てのフレームで一定に保たれた広Ｄレンジ画像信
号ＷＩが生成される。そして、広Ｄレンジ画像生成部３によって、その生成された広Ｄレ
ンジ画像信号ＷＩが動き検出部４のメモリアービタ１５や差分部１７に順次出力される。
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　また同時に、図３に示すように、画素カウンタ・制御部１４によって、撮像部２におけ
る各種同期信号（水平同期信号、垂直同期信号、画素同期信号等）が検出され、その検出
された同期信号に基づいて、広Ｄレンジ画像生成部３から出力されている広Ｄレンジ画像
信号ＷＩが示す画素のＸＹ座標位置が検出される。そして、画素カウンタ・制御部１４に
よって、その検出されたＸＹ座標位置が変わるたびに、制御信号がメモリアービタ１５に
出力され、また、アドレス・制御信号が画像メモリ１６に出力される。さらに、メモリア
ービタ１５は、前記制御信号が出力されるたびに、広Ｄレンジ画像信号ＷＩが示す画素の
ＸＹ座標に対応するアドレスから前フレームの情報（対応画素の輝度値）が読み出される
。そして、メモリアービタ１５によって、その読み出された情報が差分部１７に出力され
ると共に、前記広Ｄレンジ画像信号ＷＩが示す輝度値の情報が前記対応するアドレスに記
憶される。また、差分部１７によって、その出力された情報が示す輝度値と前記広Ｄレン
ジ画像信号ＷＩが示す画素の輝度値との差が、被写体が動いている部分で大きく算出され
、また、背景部分でほぼ「０」と算出され、その算出結果が判定部１８に出力される。そ
して、判定部１８によって、その出力された算出結果の大きさに基づいて被写体の動きの
ある領域のみが適切に検出され、その検出結果がＣＰＵや動き検出メモリ（不図示）に転
送される。
【００２８】
　このように、本実施形態の動き検出装置によれば、露出制御動作が働いて電子シャッタ
のシャッタ速度やゲインが変化した場合、シャッタ速度やゲインで画像の輝度値を正規化
することで、背景画像の輝度値を一定に保つことができる。そのため、背景画像にフレー
ム差分が生じることを防止することができ、例えば、撮像部２で撮像された画像をそのま
ま用いて被写体の動きを検出する方法に比べ、動き検出の精度を向上することができる。
【００２９】
　以上、図１の広Ｄレンジ画像生成部３が特許請求の範囲に記載の正規化手段を構成し、
同様に、図１の動き検出部４、図３の差分部１７が検出手段を構成する。
　なお、図１の広Ｄレンジ画像生成部３が特許請求の範囲に記載の正規化手段を構成する
。また、本発明の動き検出装置は、上記実施の形態の内容に限定されるものではなく、本
発明の趣旨を逸脱しない範囲で適宜変更可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の動き検出手段の概略構成を示すブロック図である。
【図２】図１の撮像部の内部構成を示すブロック図である。
【図３】図１の動き検出部の内部構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００３１】
１は検出装置、２は撮像部、３はレンジ画像生成部、４は検出部、５は撮像レンズ、６は
アナログ・デジタル映像信号処理本線、７は露出制御部、８はイメージセンサ、９はＰＧ
Ａ、１０はＡＤＣ、１１は輝度測光部、１２は露出誤差検出器、１３はシャッタ速度・ゲ
イン設定部、１４は画素カウンタ・制御部、１５はメモリアービタ、１６は画像メモリ、
１７は差分部、１８は判定部
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